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【テーマ】包装機への組み込みを可能にした軟Ｘ線センサ
エックス線検査装置は異物検査が主体であったが、近年は「噛みこみ検査」「推定重量検査」「割れ欠け等の形状検査」と用途
が拡大してきています。検査装置メーカーに対しても様々な検査ニーズへの的確な対応が求められています。エックス線を
用いた新しい検査手段として、包装機械への組み込みを可能にした軟エックス線センサの活用法をご紹介いたします。

【講 師】サイエナジー株式会社 代表取締役 元 田 良 一 氏
【コーディネーター】CKD㈱ 飯 島 剛 氏

㈱東京自働機械製作所 システム設計部 部長 高 木 清 氏

◆お問い合せ及び各種催しの申し込み先◆
〒104-0045 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F
公益社団法人日本包装技術協会 担当：佐藤 TEL.03-3543-1189 FAX.03-3543-8970

●JPI催しのご案内はインターネットでも公開中です。 URL http : //www.jpi.or.jp

【テーマ】異物検査の現場から～分析手法と事例の紹介～
昨今の異物混入クレームは食品に限らず，医薬・化粧品や工業用品などにも広がりを見せており，お申し出異物のサイズも
微小化傾向にもあります。その中で異物検査に求められる要求も年々難しくなっているのが現状です。本講演では多様な
異物に対応できる基本的な異物検査の分析手法をご紹介すると共に，多くの事例を基に異物検査でわかることをご紹介致し
ます。

【講 師】（一財）日本食品分析センター 試験研究部 応用試験課 主任 山 田 瑠美子 氏
【コーディネーター】㈱メイワパックス 技術開発本部 技術開発課 マネージャー 包装専士 河 野 ゆかり 氏

ユニチカ㈱ 包装フィルム営業部 市場開発グループ グループ長 包装管理士 大 葛 貴 良 氏

研究会の参加申し込み方法について
2019年度より、当会研究会のお申し込みを、ホームページからのみの受付とさせて頂きます。
お手数でございますが、当会ホームページをご覧の上、研究会お申し込みページより、

参加登録を頂きたくお願い申し上げます。

URL：http : //www.jpi.or.jp/index.html
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―研究会の参加申し込み方法について―
JPIホームページより参加申し込みができます。

ホームページからのお申し込みを宜しくお願い致します。

●開催要領
公益社団法人日本包装技術協会 会議室 東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F

2019年 7月18日（木）［第1部］13：15~15：00 ［第2部］15：15~17：00

JPI法人・個人会員 : 無料／一般 : 3,240円（1部会、税込）

第 1部 第226回包装ラインシステム化研究会 13：15～15：00

第 2部 第227回包装資材研究会 15：15～17：00

本研究会は包装や物流に関する専門的知識の普及を目的としたものであり、受講のためには同分野での経験が必要です。
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【個人情報の取扱いについて】
１．個人情報は『（公社)日本包装技術協会 月例研究会』の事業実施に関わる資料等の作成、ならびに当会が主催・実施する各事業におけるサービス提供や事業の

ご案内等のために利用させて頂きます。なお、作成資料は開催当日、関係者に限り、配布する場合があります。
２．参加申込によりご提供頂いた個人情報は、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

◆お申込み及びお問い合せ先◆ (公社)日本包装技術協会 全日本包装技術研究大会 担当：小橋 TEL : 03-3543-1189 e-mail : kobashi@jpi.or.jp

会 期 2019年10月10日（木）・11日（金）

開 場 時 間 11：00 ～ 18：00

会 場 KITTE 1Fアトリウム・地下1Fパフォーマンスゾーン

コ ン セ プ ト
知ってなっとく！包装容器の新事実！
～身近な製品からみる包装の知られざる機能やひみつを紹介します～

入 場 一般公開 入場無料

併 催 企 画 2019グッドパッケージング展、第43回木下賞受賞作品展、クイズラリー 他

後 援 経済産業省(予定)

主 催 公益社団法人日本包装技術協会

7月度「第302回月例見学会」味の素食品㈱ 高津工場 ※参加者募集を終了しました。

第57回 全日本包装技術研究大会【仙台大会】
―発表者募集のご案内―

(公社)日本包装技術協会では毎年1回、全国の会員を対象に包装技術の研鑽と交流を目的とした全日本包装技術研究大会を開催し関係各位より高い
評価を頂いております。本大会は本年で57回目を迎え、会場を仙台国際センターに移し、盛大に開催する予定です。貴社におかれましてもこの機
会を有効にご利用頂きたく、奮ってご参加下さいますようご案内申し上げます。

〰〰〰〰〰 発表者募集要領 〰〰〰〰〰 〰〰〰〰〰〰〰 発表内容 〰〰〰〰〰〰〰
開 催 日：2019年11月21日（木）～22日（金）
発表内容：1件あたり25分間（20分発表、5分質疑）
募集件数：50件 ＊定員になり次第締め切ります
申込期間：2019年8月23日（金）まで
発表料金：無料 ＊記念品を贈呈します
優秀選定：発表者の中から、特に充実した発表をされた方を

対象に優秀発表者を選定します

包装又は包装資材に関する研究／新技術・新システム・新素材の開発／廃棄・リサ
イクルの容易性／包装の現場における改善・合理化の事例／省力・省資源・コスト
低減の事例など

〰〰〰〰〰〰〰 発表部会 〰〰〰〰〰〰〰
①包装資材部会 ②包装ラインシステム化部会 ③食品包装部会 ④生活者包装部
会 ⑤医薬品・医療機器包装部会 ⑥化粧品包装部会 ⑦輸送包装部会 ⑧電気機
器包装部会 ⑨環境包装部会 ⑩パッケージデザイン部会

暮暮ららししのの包包装装商商品品展展22001199 KKIITTTTEE（（東東京京駅駅））ににてて開開催催！！！！

本展の特長 『企業と消費者双方向のコミュニケーション』

暮らしに欠かせない「包装」ですが、その重要性を消費者へ伝える場はあまり多くありません。
本展は消費者が集う商業施設で開催するため、普段接点の少ない消費者へ、企業の包装への取り組みを
直接伝えることができます。また消費者からは、包装商品を実際に体験（使用）いただくことで、
消費者からの意見などを知ることができ、企業と消費者双方向のコミュニケーションが実現します。

本展では、「包装」を通して企業と消費者双方向のコミュニケーションを創出します。
皆様のご来場をお待ちしております。

詳しくは、本展ホームページをご覧ください。http : //www.jpi-expo.jp/


